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リュウキュウダエンチビドロムシの福井県新産報告
藤野勇馬*・渡部晃平**

New distributional records of Pelochares ryukyuensis Satô, 1966 
(Coleoptera, Limnichidae) from Fukui Prefecture, Honshu, Japan

Yuuma FUJINO* and Kouhei WATANABE

（要旨）　福井県敦賀市中池見湿地からリュウキュウダエンチビドロムシを記録した．これは，福井県
　および北陸地方における初めての記録である．

キーワード：中池見湿地　チビドロムシ科　休耕田　水生昆虫　水生甲虫

　2021年8月26日に第1著者の藤野が中池見湿地で植
生調査を行っていたところ，休耕田で見慣れない微
小甲虫を見つけた．その後，撮影した写真を何気な
くSNSに投稿したところ，第2著者の渡部にチビドロ
ムシ科の昆虫である可能性を指摘された．中池見湿
地で動植物を採集するためには敦賀市の許可が必要
なので，後日改めて生体採集の許可を申請し，2021
年8月29日に生体を採集した．渡部が標本を同定し
た結果，リュウキュウダエンチビドロムシPelochares 

ryukyuensis Satô, 1966と同定された．
　本種は，これまで本州（群馬県，栃木県，茨城県，
千葉県，東京都，岡山県，広島県，島根県，山口県），
四国（愛媛），九州（福岡，大分，宮崎），南西諸島（種
子島，宝島，奄美大島，沖縄島，西表島，与那国島），
台湾から記録されており（Satô，1966；松井，1988；
Yoshitomi，2007；伊藤・前原，2017；渡部・山本，
2018；秋山，2018；山地，2018；橋爪，2019；中村，
2019；中村ら，2020；大川，2020），本記録は福井県
初記録となる．

中池見湿地，3♀, 29- Ⅷ-2021，藤野勇馬採集・渡部晃
平同定・福井市自然史博物館保管（FCMNH-3999）（図
1） 

　今回，リュウキュウダエンチビドロムシが見つかっ
たのは，中池見湿地の中で下流側に位置する後谷と呼
ばれる地域のほぼ中央にある通称「お地蔵さんの田ん
ぼ」と呼ばれる休耕田である．この場所はモートンイ
トトンボ，ヘイケボタル，モリアオガエル，ミズトラ
ノオ，アブノメなど希少な生物が多く確認されている
重要な地点だが，近年は南側に位置する深山（163m）

図1．福井県産リュウキュウダエンチビドロムシ
Pelochares ryukyuensisPelochares ryukyuensis Satô, 1966

（中池見湿地，3♀, 29- VIII-2021，藤野勇馬採集・福井
市自然史博物館所蔵：FCMNH-xxxx)
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からの沢水の流入量が顕著に減少しており，乾燥化が
心配されている．
　本種を採集した休耕田は凹地に水が溜まっているほ
かは土壌表面のほとんどが露出した状態で，一部には
植生が密集しており，特にミズトラノオ，ヤナギタデ，
アゼトウガラシ，ホシクサ科sp.などが優占的に生育
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していたほか，チビゲンゴロウ，ケシミズカメムシ，
ホソメダカナガカメムシ，ヒラマキミズマイマイ，ア
カハライモリ，トノサマガエル，ドジョウなどが見ら
れた．
　中池見湿地ではこれまで複数回にわたって総合的な
調査がなされている（野原・河野，2003；鉄道建設・
運輸施設整備支援機構鉄道建設本部，2015）が，カト
リヤンマ，ワクドツキジグモ，シナノセスジエンマム
シなど，いまだ毎年のように新産報告が相次いでいる

（和田，2015；野一色，2015；浅利，2016）．
　今回の報告はリュウキュウダエンチビドロムシの初
記録だけではなく，いまだその全容が明らかにってい
ない中池見湿地の生物多様性の豊かさの一端を示すも
のでもある．
　本報告をまとめるにあたり，比和自然科学博物館の
千田喜博氏には文献の収集にご協力いただいた．また，
敦賀市環境廃棄物対策課には中池見湿地での生物の採
集を許可していただいた．ここに御礼申し上げる．
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